
叉
こ
郎
光
径
が
あ
っ
た
。

ト
ヨ
タ
ガ
ハ
盟
国
川
羽
咋
郡
日
用
領
梨
之
木

谷
か
ら
出
で
、
鹿
島
郡
河
崎
領
の
海
に
入
る
。
流
程

一O
粁
弱
。

ト
ヨ
タ
ギ
へ
Z

盟
国
儀
兵
衛
初
名
磁
右
衛
門
。

寛
保
四
年
焚
梶
右
衛
門
の
名
跡
を
襲
い
で
五
十
俵
を

受
け
、
後
に
奥
附
横
目
と
な
り
、
明
和
六
年
小
頭
に

温
ん
で
新
知
百
石
を
領
し
、
安
永
ご
年
三
十
人
頭
と

な
り
、
天
明
三
年
十
一
周
十
日
五
十
六
援
を
以
て
夜
。

子
孫
務
に
・
世
襲
す
る
。

ト
ヨ
タ
ゴ
ウ
鑓
田
郷
石
川
郡
に
在
っ
た
。
津

田
鳳
卿
の
大
野
郷
訪
古
跡
記
に
、
豊
田
郷
は
も
と
の

大
野
郷
の
地
で
あ
る
が
、
鎌
倉
の
時
盟
国
五
郎
光
成

が
占
居
し
て
私
田
と
し
た
闘
で
あ
る
。
今
は
戸
復
郷

に
作
る
と
寵
す
る
。
叉
加
賀
志
徴
に
は
、
こ
の
郷
名

は
和
名
抄
に
見
え
ぬ
か
ら
、
そ
の
以
後
に
立
て
た
も

の
で
あ
る
。
一
設
に
今
の
戸
板
郷
内
湖
上
村
を
初
め

盟
問
と
い
う
た
が
、
開
川
に
瀕
す
る
か
ら
淵
上
と
い

ふ
に
至
っ
た
と
。
果
し
て
然
ら
ぱ
郷
名
は
之
か
ら
起

る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

ト
ヨ
タ
サ
ン
ノ
ウ
ジ
ン
タ
ヤ
盟
国
山
主
紳
位

鹿
島
郡
盟
国
町
に
銀
座
し
、
今
は
日
吉
紳
祉
と
講
ず

る
。
式
内
等
萄
祉
担
に
、
『
盟
国
山
王
制
批
。
盟
国
保

盛
岡
村
銀
座
。
保
内
六
村
惣
祉
也
。
』
叉
能
登
名
跡
志

に
、
『
盟
国
村
に
藤
原
彦
の
紳
匙
立
給
ふ
。
祉
内
に
八

重
一
一
直
観
と
て
名
木
あ
り
。
祭
組
は
毎
年
入
居
十
六

日
に
て
、
六
ヶ
村
の
祭
り
也
。
依
て
六
方
祭
と
て
臨

し
き
也
。
』
と
あ
る
も
本
祉
の
こ
と
で
あ
る
。
盟
田
町

村
と
盟
国
村
と
は
固
よ
り
別
で
あ
る
が
1

相
近
い
か

ら
誤
っ
た
の
で
あ
り
、
藤
原
彦
と
あ
る
の
は
、
式
内

藤
原
路
古
跡
枇
た
る
こ
と
を
主
張
し
た
こ
と
も
あ
る

震
で
あ
ら
号
。
文
元
文
元
年
の
笛
祉
担
に
之
を
下
日

産
盟
国
六
方
祉
と
し
て
ゐ
る
が
、
六
方
は
六
保
の
意

L
E

ヨ
l
l
t
L
E
H
H
，

で
、
盟
問
保
内
六
十
村
を
い
ふ
も
の
で
あ
る
と
す
る

も
信
じ
蟻
〈
、
官

r庄
も
他
に
厨
見
が
な
い
。
文
政

頃
に
は
荒
石
路
古
神
世
と
帯
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
も

何
等
の
識
が
な
い
。
併
し
社
殿
・
随
紳
共
に
古
作
で

あ
b
、
元
和
三
年
爽
鏡
仲
瀞
昔
日
と
記
し
た
鎗
篤
二

面
を
も
殺
す
る
。

ト
ヨ
タ
シ
ョ
ウ
盟
国
産
石
川
郡
に
在
っ
た
。

長
旅
ご
年
四
足
十
六
日
右
近
衛
大
将
源
朝
臣
削
有
名
の

北
野
文
書
に
、
北
野
宮
寺
領
加
賀
凶
賊
田
内
ご
町
徐

と
見
え
、
文
親
元
日
記
覚
正
六
年
十
一
周
サ
二
日
の

僚
に
耐
龍
寺
領
賀
州
側
諸
国
庄
と
あ
る
。

ト
ヨ
タ
ホ
盟
国
保
鹿
島
郡
に
在
っ
た
。
承
久

三
年
注
懲
の
能
賛
同
回
数
目
録
に
、
『
盟
問
保
、
三
町

五
段
宏
、
承
久
元
年
按
立
定
。
』
と
あ
る
。
後
世
亦
盟

国
保
の
名
が
あ
る
。

ト
ヨ
タ
ホ
盟
国
保
鹿
島
郡
に
凪
し
、
務
政
時

代
で
は
、
河
崎
k
m斑
田
町
・
側
諸
問
・
土
川
・
萩
屋
・
奥
吉

田
の
穴
よ
制
を
含
ん
で
鴎
た
。

ト
ヨ
タ
マ
チ
盟
国
町
鹿
島
郡
側
諸
問
保
に
臨
す

る
部
帯
。

ト
ヨ
ダ
ミ
ツ
ナ
リ
盟
国
光
成
隼
卑
分
脈
大
系

闘
に
、
林
六
郎
光
明
の
弟
に
m
H
田
宮
.
郎
光
成
が
あ
る
。

白
山
富
碇
般
講
申
記
録
嘉
穂
二
年
九
用
七
日
白
山
紳

興
援
の
段
に
、
製
回
光
成
人
道
の
三
男
大
夫
法
橋
成

舜
が
御
供
聞
の
地
顕
に
補
せ
ら
れ
た
と
あ
る
。
光
成

は
石
川
郡
盟
国
郷
に
関
係
の
あ
る
人
で
あ
ら
う
。

ト
ヨ
タ
ロ
ツ
ポ
ウ
シ
ヤ
盟
国
穴
方
位

J
ト
ヨ

タ
サ

Y

ノ
ウ
ジ
y
ジ
ヤ
盟
国
山
王
制
赴
。

ト
ヨ
ト

εヒ
デ
ヨ
シ
豊
臣
秀
吉
夫

E
三
年
八

且
織
田
信
長
が
岐
阜
を
震
し
て
北
征
を
企
て
た
時
、

羽
一
柴
秀
吉
は
柴
田
勝
家
等
と
共
に
、
越
前
沿
道
の
諾

慢
を
攻
陥
し
、
加
賀
に
入
っ
て
江
沼
・
能
美
二
部
を

占
領
し
た
。
五
年
信
長
の
叉
加
賀
を
征
し
た
時
、
秀

吉
は
諾
勝
と
共
に
手
取
川
を
捗
っ
て
滋
ん
だ
が
、
偶
一
郷
の
君
の
事
に
て
、
虎
御
前
と
い
ひ
し
由
緒
い
か
に

主
務
勝
家
と
不
和
を
臨
し
、
手
兵
を
率
ゐ
て
退
い
た
一
ゃ
。
』
と
あ
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
信
じ
縫
い
。

鑓
に
信
長
か
ら
鑓
を
受
け
た
o
八
年
勝
家
が
金
棒
御
一
ト
ラ
ズ
取
ら
ず
務
政
時
代
に
無
息
を
俗
に
取

坊
を
討
伐
し
た
際
に
も
、
秀
吉
は
加
能
に
鹿
た
ゃ
う
一
ら
ず
と
い
う
た
。
食
践
を
得
ざ
る
者
の
義
で
、
父
兄

で
あ
る
。
十
一
年
柳
之
搬
の
役
起
り
、
秀
吉
は
四
周
一
に
扶
養
せ
ら
れ
る
一
一
一
一
一
男
の
読
を
い
ふ
。

サ
一
日
昧
爽
佐
久
間
摘
政
の
軍
を
破
り
、
急
進
し
て
一
ト
ラ
ノ
号
ン
フ
シ
ン
虎
之
門
普
爵
江
戸
城
虎

サ
四
日
勝
家
を
北
庄
に
減
し
、
廿
五
日
加
賀
に
入
り
、
一
之
門
の
修
築
は
、
事
保
十
七
年
間
五
周
玄
日
ハ
日
は

仕
入
目
隠
政
の
関
城
で
あ
っ
た
金
棒
に
着
、
次
い
で
一
徳
川
賞
紀
に
餓
る
。
政
隣
起
に
十
四
日
と
す
る
は
誤

そ
の
萄
領
を
前
回
利
家
に
奥
へ
た
。
十
三
年
秀
吉
富
一
闘
で
あ
ら
う
ou幕
府
か
ら
大
事
寺
侯
前
田
利
章
に
命

山
城
主
佐
々
成
政
を
征
せ
ん
が
鑓
入
居
八
回
途
に
上
一
ぜ
ら
れ
た
。
依
っ
て
利
章
は
家
老
野
口
兵
認
を
奉
行

り
、
十
八
日
石
川
郡
松
任
騨
に
利
家
の
郊
迎
を
受
一
に
任
じ
、
そ
の
用
下
旬
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
十
一

け
、
直
に
金
棒
城
に
入
り
、
十
九
日
利
家
を
前
銭
と
一
且
完
成
し
、
十
ご
用
朔
日
幕
更
に
引
渡
し
を
了
し
た
。

し
て
遜
護
、
二
十
日
倶
利
伽
羅
に
陣
し
、
廿
ご
日
英
一
ト
リ
オ
ヒ
烏
這
新
年
に
藤
内
の
女
子
が
爾
三

股
山
に
陣
し
て
箪
容
を
示
し
た
。
之
を
以
て
成
政
は
一
人
相
伴
ひ
、
菅
笠
を
被
旬
、
三
味
線
を
開
い
て
門
附

廿
九
日
自
ら
秀
吉
の
陣
に
至
っ
て
陳
謝
し
、
秀
吉
は
一
を
す
る
も
の
。
そ
の
唄
は
江
戸
の
如
き
特
磁
の
烏
遁

織

m信
雄
の
総
に
よ
っ
て
之
を
散
し
、
畿
か
に
新
川
一
般
で
は
な
く
、
チ
ヨ

y
ガ
リ
節
で
あ
っ
た
。

一
部
の
主
た
ら
し
め
た
。
次
い
で
悶
八
用
六
日
秀
吉
一
ト
日
カ
取
箇
務
が
百
姓
か
ら
牧
納
す
る
凶
租

軍
を
旋
し
、
七
日
金
制
仰
城
に
入
旬
、
利
家
の
一
族
利
一
の
額
を
い
ふ
。
箇
と
は
、
聞
の
生
産
総
額
に
謝
す
る

久
・
安
勝
・
努
館
、
軍
医
村
井
長
額
・
不
破
直
光
・
長
抽
出
一
回
粗
の
施
率
を
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
取
箇
は
支
出
に

碕
・
高
畠
定
音
・
中
川
光
重
等
に
物
を
奥
へ
、
九
周
十
一
封
す
る
牧
入
の
義
と
な
っ
て
ゐ
る
。

一
日
叉
利
家
に
羽
柴
筑
前
守
の
践
を
説
。
、
子
利
長
一
ト
リ
ガ
ハ
ナ
烏
ケ
鼻
鹿
島
郡
能
菅
島
な
る
南

に
越
申
嘱
波
・
射
水
・
締
貞
三
部
を
領
し
て
、
亦
羽
柴
一
の
部
富
市
西
方
に
在
る
抑
。

氏
を
冒
す
こ
と
を
許
し
、
十
四
年
十
ご
用
十
九
日
自
一
ト
リ
ヂ
シ
ヤ
烏
毛
結
羽
咋
郡
宿
に
在
っ
て
、

ら
太
政
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
て
強
臣
民
を
稽
し
た
。
一
天

E
十
一
年
入
居
奥
村
家
観
ハ
後
永
縞
d

が
之
に
制
札

ト
ヨ
ノ
盟
野
江
沼
郡
矢
凹
郷
の
内
の
小
字
。
一
を
奥
へ
た
。
文
政
二
年
間
郡
商
照
寺
の
盤
上
に
、
家

ト
ラ
イ
シ
虎
右

J
ツ
ル
ノ
マ
ル
ノ
ト
ラ
イ
ジ
一
一
酬
は
問
寺
の
本
館
強
ぴ
に
禦
徳
太
子
像
が
鋸
験
あ
る

鵠

丸

の

虎

石

。

一

を

以

て

、

蛍

祉

を

創

め

て

そ

の

鎮

守

と

し

た

も

の

で

ト
ラ
ゴ
ゼ
ン
ノ
ハ
カ
虎
御
前
の
基
鳳
至
郡
藤
一
あ
る
と
す
る
。
今
の
跡
明
祉
で
あ
ら
う
。

波
の
う
ち
間
島
に
、
長
島
と
帯
し
て
海
中
に
突
出
せ
一
ト
リ
コ
Z

鳥
越
珠
洲
郡
直
郷
に
毘
す
る
部

る
岩
石
が
あ
り
、
そ
の
岩
頭
の
石
碑
を
土
俗
虎
御
前
一
一
帯
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
鳥
越
村
廷
し
。
穴
左
衛
門
と
い

の
墓
と
い
う
て
居
る
。
叉
能
管
路
記
に
は
、
『
其
普
卒
一
ふ
山
廻
役
あ
り
。
岡
村
に
積
雪
平
の
六
兵
衛
と
て
古

大
納
言
時
忠
公
の
女
、
交
の
庖
厨
を
慕
ひ
来
て
、
此
一
き
者
あ
り
。
栃
ヶ
平
六
兵
衛
・
堂
#
谷
次
郎
兵
衛
・
鵡
島

所
に
悩
み
死
す
る
基
と
い
へ
り
。
則
義
経
の
北
の
方
一
三
右
衛
門
と
い
ふ
三
人
の
者
一
枚
に
、
七
石
五
斗
の

六

o=
一


